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近年、太陽電池パネル上に紫外光を可視光にする波長変換材料を付加することで、エネル

ギー変換効率を向上させる研究が行われている。このような波長変換材料には有機材料が

用いられることが多い。その中で我々は、抗光退色性に優れた無機材料を用いる波長変換材

料として、発光中心にMnイオンをドーピングした半導体ナノ粒子に着目した研究に取り組

んできた[1]。 

これまで我々は、ZnSe:Mn ナノ粒子の表面を ZnS シェル層で被覆した ZnSe:Mn/ZnS コア

/シェル型ナノ粒子を作製することにより、Mn 発光の量子効率が 30 %まで向上することを

報告した[2]。また、混晶半導体系では混晶比によってバンドギャップエネルギーを変化さ

せることができることを利用し、波長変換ナノ粒子の吸収短波長を広範囲で制御すること

を目指し、母体として ZnSexS1-x混晶ナノ粒子を選択し、Mn をドープした ZnSe1-xS1-x:Mn ナ

ノ粒子の作製に成功した[3]。さらに、Mn2+をドーピングしていない ZnSe ナノ粒子をコアに

用い、ZnS:Mn シェル及び ZnS シェルの 2 層で覆った 3 層構造の ZnSe/ZnS:Mn/ZnS コア/シ

ェル/シェル型ナノ粒子を作製することにより、発光特性が劇的に改善され、発光量子効率

が 80 %に達する試料作製に成功した[4]。 

 本研究では、まず ZnSe/ZnS:Mn/ZnS ナノ粒子をゾル-ゲルガラスに均一に分散させる方法

を確立するとともに、ナノ粒子が分散したゾル-ゲルガラスを太陽電池モジュールに塗布し、

出力特性を評価した。その結果、ZnSe/ZnS:Mn/ZnS ナノ粒子が分散した「波長変換ガラス」

の塗布前後で、発電量が 7.5 %向上した。講演では、ZnSe/ZnS:Mn/ZnS コアシェルナノ粒子

および波長変換ガラスの作製方法、太陽電池特性評価結果の詳細について報告する。 
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